
日　時 2013年2月15日（金）
13：30～16：45｜受付13：00開始

受講料 3,000円　
お支払いは会場受付時にお願い致します。

会　場 ウィンクあいち　13階　1302号室
愛知県名古屋市中村区名駅4丁目4-38

定　員 定員50名
定員になり次第締め切らせていただきます。

主　催 住宅換気システム株式会社
協　賛 株式会社FPコーポレーション
お申込 参加申込書にご記入の上、2/12までにFAXをお願いします。

会社名 TEL FAX

住所

参加者名

アンケートにご協力ください。

◆ 本講習をどこで知りましたか？
□ 当社HP □ ネット検索 □ 新聞 □ メール □ DM □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

◆ 熱交換換気の採用経験はありますか？
□ ない □ ある　（メーカー/　　　　　　　　　　　　　　　　　　台数/　　　　　　ご意見/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

◆ 本セミナーで特に重点的に聞きたい内容、その他ご意見等ございましたらご記入ください。　　

※セミナー進行の参考にさせて頂きます。

参　加　申　込　書

FAX　045-226-4418　　　住宅換気システム株式会社　　　坂本宛　　　TEL　045-226-4417

出揃った省エネ施策＆省エネ計画原論 
― 出揃った住宅省エネの基準と施策を整理整頓 － 

 

講師：住宅技術評論家 南雄三 

住宅換気システム株式会社セミナー                                  2013年2月15日（金）13:30～16：45 

MAP 

2012年12月4日、認定低炭素住宅が告示と共に施行され、これに伴って改正省エネ

基準も告示されて、2013年4月から施行されることになった。改正省エネ基準を最低レ

ベルとし、認定低炭素住宅とゼロ・エネ住宅を誘導レベルとする二本立て…底上げと

レベルアップの両輪による省エネ施策がスタートしたのである。 

改正省エネ基準は一次エネルギー基準と外皮断熱基準の二本立てとなり、その計算

方法に戦々恐々とする業界、まとめ上げるのに必死の行政。戸惑う前に、まずは省エ

ネ住宅全体を見渡しながら整理整頓してみよう。 

また、省エネ施策が出そろって落ち着いたところで「何を目的に、どれほどの省エネを

目指すのか」「どんな順番で、どんな温熱環境をつくり、どこまで断熱し、気密にすれ

ばよいのか」・・省エネ住宅設計手法を提案してみようと思う。 

講師：南 雄三〈経歴〉明治大学経営学部卒。省

エネ・エコハウスの学術的な研究成果を独自の

フィルターにかけながら住宅業界、消費者に伝

達していく住宅技術評論が本業。公的なエコ活

動の普及に注力し、全国各地で講演する他、執

筆活動をしている。 

プログラム 

●出揃った住宅省エネの基準と施策を整理整頓 

    省エネ住宅関連施策の整理整頓/省エネ住宅施策の歴史/改正省エネ基準 

     の概要と一次エネルギー計算、外皮基準の計算/認定低炭素住宅の概要と 

     評価方法/ゼロ・エネ住宅補助金制度の概要と評価方法 

●省エネ住宅をどう設計すればよいのか 

●築40年住宅のパッシブリフォーム実例報告 


